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平成２９年度「特用林産物（原木シイタケ、タケノコ、ハゼ）栽培塾」塾生募集要領

１、開催目的：　中山間地域で生産される原木シイタケをはじめとしたキノコ類、各種タケノコやハゼの実から生産される木ロウ等自然の産物について多くの消費者からその良さが注目されるなど見直され、評価が高まっています。しかしながら、高齢化・中山間地域の過疎化により、栽培者数が減少しています。新規生産者を育成し、地域を活性化するために「特用林産物の栽培塾」を開催します。
２、主催･共催：福岡県林業研究グループ連合会・福岡県農林業総合試験場資源活用研究センター
３、後　　 援：福岡県特用林産振興会、福岡県林業改良普及協会　　　　　　　　

４、期　　 間：平成２９年９月１４日（木）～平成２９年１２月１５（金）までの間で１２日間　

５、開催場所：福岡県農林業総合試験場資源活用研究センター（久留米市山本町豊田1438-2）
現地研修（久留米市上津町・うきは市大字小塩ほか）

６、日程及び内容

（各コース1日目は10時～17時、2日目は9時～16時、1泊2日が2回）
（１）竹材利用・タケノコ生産　コース4日間（9月14・15・28・29日）
（２）原木シイタケ・その他キノコ生産コース４日間（11月9・10日、12月14・15日）
（３）ハゼの実収穫コース４日間（11月29・30日、12月7・8日）
＊日程は別紙参照、なお、未確定であるため変わることがあります。

７、応募資格及び募集期間

（１）応募資格：特用林産物栽培・利用を希望する者
（２）募集人数：２０名程度（申し込み多数の場合は、先着順で調整をさせていただきます）

（３）募集期間：（１）は平成２９年９月８日（金）、（２）（３）は、10月31日まで　
８、塾生が用意するもの

（１）作業靴：樹木の伐採等を行いますので、安全に作業できるもの。

（２）服装：長袖・長ズボン・帽子・タオル・軍手（滑り止め付き） 

９、塾生の募集方法・申し込み方法及び問い合わせ先

（１）募集方法：各農林事務所、県特用林産振興会、森林組合等を通じて募集する。

（２）申し込み方法：「申込書」により林研連事務局（資源活用研究センター）あて申し込み。

（３）問い合わせ先：福岡県林業研究グループ連合会事務局（担当　奈須）

　　　　　　　　　　☎：0942-45-7868　　FAX:0942-45-7901
10、その他（参加者負担金：各コース1泊2日5千円×2回）　

（１）原木シイタケ・その他キノココース　1万円
（２）竹材利用・タケノココース　　　　　1万円
（３）ハゼ・木ロウ利用コース　　　　　　1万円
（宿泊経費、食費、雑費、懇親会費等の実費）初日（一回目の受付時）にお支払いください。なお、研修途中からの払い戻しはできません。

※それぞれの行程修了後は、「主催者」側で修了証書を交付する。
平成２９年度「特用林産物栽培塾」申込書

あて先　福岡県林業研究グループ連合会長殿（　FAX：0942-45-7901）　
	希望コース及び番号に
○を付けてください。
（複数可）
	（１）竹材利用・タケノコ生産　コース4日間
（①9月14・15　②9月28・29日）
（２）原木シイタケ・その他キノコ生産コース４日間
（③11月9・10日、④12月14・15日）
（３）ハゼの実収穫コース４日間
（⑤11月29・30日、⑥12月7・8日）

	所　　　属（職　　　業）
	

	＊住　　　所
	郵便番号（　　　　－　　　　　）

	氏　　　名（ふりがな）
	

	生 年 月 日

＊（９月1日での満年齢）
	昭和・平成　　　年　　　月　　　日生（　　　　　歳）

	＊ 連　 絡　 先

（緊急連絡先）
	自宅電話番号
	　　　　　　－　　　　　－

	
	自宅FAX番号
	　　　　　　－　　　　　－　

	
	携 帯 番 号
	　　　　　　－　　　　　－

	＊栽培経験
	　　　有り（　　　　年）　・　　なし

	申し込みの動機
	

	【福岡県農林業総合試験場資源活用研究センター案内図】
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＊は必須ですので記入願います。なお、個人情報の取り扱いについては、栽培塾及びその後の栽培指導並びに、「新規就業者・参入者等定着支援」のための就職・参入状況調査について活用し、厳正に管理します。

	（１）竹材利用・タケノコ生産　コース

	講師：竹利活用アドバイザー 

　　　野中　重之　氏

	9月14日　午前9:30　センター集合
　午後　17:00久留米市上津町
	開講式　座学

現地調査、センター宿泊

	9月15日午前8:30久留米市上津町

午後　16:00センター試験林
	現地実習
模範竹林現地検討

	9月28日　午前9:30センター試験林

午後　17:00久留米市上津町
	竹間伐・片づけ
現地実習、センター宿泊

	9月29日　午前8:30久留米市上津町

午後　16:00センター
	現地実習
取りまとめ・閉講式

	（２）原木シイタケ・その他キノコ生産コース４日間

	講師：元日本きのこセンター指導員

　　　房田　政行　氏
　　：日本きのこ学会　評議員

金子　周平　氏

	11月9日  午前9:30　センター集合
　　　午後　17:00うきは市大字小塩
	開講式　座学

現地調査、センター宿泊

	11月10日午前8:30うきは市大字小塩
午後  16:00センター着
	現地実習
玉切り、集積

	12月14日午前8:30うきは市大字小塩
午後 17:00センター着
	植菌作業、センター宿泊

	12月15日午前8:30うきは市大字小塩　
午後　16:00センター着
	植菌作業

取りまとめ・閉講式

	（３）ハゼ・木ロウ利用コース


	講師：櫨 文化協会代表　矢野真由美　氏
ハゼ栽培者　林　桂

荒木精蝋　代表　荒木眞治

	11月29日　午前9:30センター集合
午後17:00　久留米市田主丸町益生田
	開講式　座学

現地調査・梯子製作

センター宿泊

	11月30日　午前8:30
久留米市田主丸町益生田
午後16:00センター着
	現地実習
ハゼ苗木生産・モデルハゼ林視察

	12月7日　午前8:30
久留米市田主丸町益生田

午後17:00センター着　
	現地実習、荒木精蝋視察

センター宿泊（八女和紙のハジ染め実習）

	12月8日　午前8:30
久留米市田主丸町益生田

午後16:00センター着
	現地実習・試験林視察
取りまとめ、閉講式


研修内容
塾生募集
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